
吉
村
健
正
氏
東
京
商
工
会
議
所
板
橋
支
部
会
長
（
ル
ケ
オ
会
長
）

『
光
学
の
板
橋
』
ア
ピ
ー
ル
横
の
連
携
で
新
た
な
可
能
性

　
板
橋
区
は
工
業
が
盛
ん

で
、
地
場
産
業
の
光
学
・
精

密
機
器
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。
２
月
に
光
学
設
計
・
製

造
の
国
際
学
術
会
議
「
Ｏ
Ｄ

Ｆ
」
を
開
催
し
た
の
を
機

に
、
区
内
光
学
関
連
産
業
の

支
援
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

東
京
商
工
会
議
所
板
橋
支
部

会
長
で
、
ル
ケ
オ
会
長
の
吉

村
健
正
氏
に
、
板
橋
区
の
光

学
産
業
の
歴
史
と
展
望
に
つ

い
て
聞
い
た
。

　
―
板
橋
の
産
業
の
あ
ゆ
み
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
「
板
橋
で
は
古
く
か
ら
光
学
、
印

刷
関
連
産
業
が
盛
ん
だ
。
戦
前
に
軍

需
工
場
が
多
く
、
戦
後
間
も
な
い
こ

ろ
も
電
力
事
情
が
比
較
的
に
良
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
工
場
が
立
ち

並
ん
だ
。
当
時
は
主
に
双
眼
鏡
が
製

造
さ
れ
て
お
り
、
外
貨
を
稼
ぐ
筆
頭

と
し
て
輸
出
し
て
い
た
。
１
９
６
０

年
代
前
半
は
日
本
の
光
学
機
器
輸
出

額
の
う
ち
７
割
が
板
橋
で
製
造
さ
れ

て
い
た
。
双
眼
鏡
を
手
が
け
る
中
、

プ
リ
ズ
ム
や
レ
ン
ズ
の
研
磨
技
術
が

向
上
し
、
カ
メ
ラ
の
製
造
も
始
め
る

よ
う
に
な
っ
た
」

　
―

年
代
に
な
る
と
大
手
メ
ー
カ

ー
の
海
外
生
産
移
転
や
為
替
の
円
高

な
ど
に
よ
り
、
企
業
数
は
大
き
く
減

り
ま
し
た
。
現
在
も
板
橋
に
残
る
企

業
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り

ま
す
か
。

　
「
磨
き
上
げ
た
独
自
の
技
術
を
持

ち
、
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
の
企
業
が
残
っ

て
い
る
。
下
請
け
で
は
な
く
、
自
社

ブ
ラ
ン
ド
を
持
つ
企
業
も
多
い
。
当

社
も
そ
う
だ
が
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

の
両
面
で
、
モ
ノ
づ
く
り
を
高
度
化

し
て
い
っ
た
。
ト
プ
コ
ン
の
よ
う
に

光
学
分
野
か
ら
医
療
機
器
な
ど
の
新

分
野
に
展
開
し
て
い
る
企
業
も
多

い
」

　
―
Ｏ
Ｄ
Ｆ
を
板
橋
区
で
開
催
し
た

こ
と
も
あ
り
、
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
坂
本
健
区
長
も

板
橋
を
光
学

を
は
じ
め
と
す
る
工
業
区
と
し
て
発

展
さ
せ
た
い

と
い
う
思
い
を
持
っ

て
お
り
、
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い

る
。

年
に
都
立
産
業
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
が
北
区
か
ら
江
東
区
に
移
転

し
た
際
、
区
は
独
自
の
板
橋
産
業
技

術
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
検
査

機
器
な
ど
を
整
備
し
た
。
利
便
性
が

守
ら
れ
て
重
宝
し
て
い
る
。
今
後
も

区
内
企
業
に
対
す
る
技
術
支
援
、
人

材
交
流
、
開
発
助
成
、
産
学
連
携
な

ど
の
点
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
」

　
―
Ｏ
Ｄ
Ｆ
で
は
海
外
か
ら
多
く
の

研
究
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
国
内
外
か
ら
３
０
０
人
を
超
え

る
研
究
者
が
集
ま
り
、

光
学
の
板

橋

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
。
会
場
内
の
企
業
ブ
ー
ス
に

新
製
品
を
出
展
し
た
と
こ
ろ
、
英
語

版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
行
く

姿
も
あ
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
大
き
な
成
果
に
つ

な
が
れ
ば
い
い
と
思
う
」

　
―

年
に
区
内
企
業
の
経
営
者
が

一
同
に
集
ま
る
「
板
橋
産
業
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
会
議

ブ
ラ
ン
ド
・
コ

ア

」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
板
橋
区
に
は
光
学
関
係
の
下
請

け
企
業
同
士
の
組
合
が
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
区
内
企
業
の

横
の
つ
な
が
り
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
こ
の
会
議
で
議
論
を
深
め
た

い
。
参
加
企
業
は
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
が

多
い
の
で
、
有
機
的
に
結
び
つ
い
て

い
け
ば
、
大
き
な
成
果
に
つ
な
が
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」

　
―
板
橋
区
は
宇
都
宮
大
学
、
理
化

学
研
究
所

理
研

と
相
次
い
で
連

携
を
結
び
ま
し
た
。

　
「
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。
当
社
も

大
学
の
研
究
室
か
ら
直
接
、
共
同
研

究
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
社
外
の
資
源

も
取
り
入
れ
て
研
究
し
た
い
。
連
携

は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
継

続
し
な
い
と
効
果
は
出
な
い
。
地
道

に
取
り
組
む
」

　
―
光
学
・
精
密
機
器
関
連
企
業
を

中
心
に
し
た
若
手
経
営
者
の
勉
強
会

も
発
足
し
ま
し
た
。

　
「
参
加
者
同
士
が
互
い
に
刺
激
し

合
い
、
能
力
を
高
め
合
っ
て
ほ
し

い
。
私
の
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
あ
ち

こ
ち
で
レ
ン
ズ
を
研
磨
す
る
音
が
聞

こ
え
て
き
て
、
加
工
の
様
子
を
の
ぞ

い
て
い
た
。
工
場
見
学
な
ど
を
通
じ

て
モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

と
い
っ
た
こ
と
も
大
切
だ
」

磨
き
上
げ
た
独
自
の
技
術
工
業
区
と
し
て
さ
ら
に
発
展
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

東
京
都
板
橋
区

「光学」をブランド化

学
術
会
議
開
催
弾
み
に

　
東
京
都
板
橋
区
を
中
心
と
し
た
城

北
地
区
に
は
戦
前
に
軍
需
工
場
が
集

積
し
て
お
り
、
光
学
・
精
密
機
器
産

業
が
盛
ん
だ
っ
た
。
戦
後
、
そ
れ
ら

の
工
場
で
働
い
て
い
た
職
人
が
独
立

し
、
光
学
関
連
の
町
工
場
が
多
く
生

ま
れ
た
。
現
在
も
ト
プ
コ
ン
な
ど
の

大
手
企
業
か
ら
中
小
、
零
細
企
業
ま

で
多
く
の
企
業
が
集
積
し
て
い
る
。

　
光
学
関
連
の
学
術
拠
点
に
も
な
り

つ
つ
あ
る
。
理

化
学
研
究
所

理
研

は
板

橋
分
所
で
鏡
面

加
工
技
術
の
研

究
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た

応
用
物
理
学
会

の
日
本
光
学
会

光
設
計
研
究
グ

ル
ー
プ

Ｏ
Ｄ

Ｇ

は
板
橋
区

内
で
登
記
し
、

こ
こ
数
年
、
区

内
で
研
究
会
を

開
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
地

域
特
性
を
生
か

そ
う
と
、
板
橋

区
は
「
光
学
の

板
橋
」
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
べ
く
、
光
学
製
造
・
設
計

の
国
際
学
術
会
議
「
Ｏ
Ｄ
Ｆ
」
の
招

致
活
動
を
展
開
。
２
０
１
２
年
７
月

に
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
で
開
か
れ
た
前
回
会
議
に
は
坂
本

健
区
長
が
出
席
し
、
招
致
ス
ピ
ー
チ

し
た
。
こ
の
結
果
、

年
２
月
の
板

橋
開
催
が
実
現
し
た
。

　
同
月

―

日
に
開
か
れ
た
「
Ｏ

Ｄ
Ｆ

」
に
は
３
３
６
人
の
研
究
者

ら
が
参
加
し
、
約
２
０
０
件
の
成
果

が
発
表
さ
れ
た
。
海
外
か
ら
も

カ

国
・
１
８
２
人
の
研
究
者
が
集
ま
っ

た
。
会
場
内
に
は
区
内
企
業
の
ブ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
、
板
橋
企
業
の
技
術

力
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の

機
会
に
な
っ
た
。
板
橋
区
の
産
業
振

興
課
は
「
Ｏ
Ｄ
Ｆ
開
催
で
終
わ
ら
せ

ず
、
区
内
産
業
を
活
性
化
し
た
い
」

と
意
気
込
む
。

　
区
で
は
開
催
決
定
後
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
推
し
進
め
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
「
板
橋
産
業
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
会
議

ブ
ラ
ン
ド
・
コ

ア

」
だ
。
中
小
か
ら
大
手
ま
で
の

区
内
企
業
の
経
営
者
が
一
堂
に
会

し
、

年
４
月
に
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議

を
開
催
。
ト
プ
コ
ン
や
理
研
計
器
、

リ
ン
テ
ッ
ク
な
ど
が
参
加
し
た
。

年

月
に
日
本
電
産
コ
パ
ル
も
合

流
。
こ
れ
ま
で
は
企
業
同
士
が
交
流

す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
だ

け
に
、
貴
重
な
意
見
交
換
の
場
に
な

っ
て
い
る
。
今
後
は
複
数
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
す
る
方
針

だ
。

　
板
橋
区
は
大
学
や
研
究
機
関
と
の

連
携
も
推
進
。

年

月
に
理
研
の

板
橋
分
所
、

年
７
月
に
宇
都
宮
大

学
と
光
学
技
術
に
関
す
る
連
携
協
定

を
締
結
し
た
。
宇
都
宮
大
は
「
光
学

技
術
者
の
集
い
」
を
２
回
、
板
橋
で

出
張
開
催
し
た
。
ま
た

年

月
に

理
研
、
宇
都
宮
大
、
Ｏ
Ｄ
Ｇ
の
研
究

会
を
同
時
開
催
す
る
「
板
橋
オ
プ
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム

仮
称

」
を
開
く
予

定
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
産
業
振
興
課

は
「
区
が
企
業
と
研
究
者
ら
を
つ
な

ぐ
ハ
ブ
の
役
割
を
果
た
し
、
板
橋
を

日
本
の
光
学
研
究
の
中
心
に
す
る
」

こ
と
を
目
指
す
。

　
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ

が
、
あ
る
光
学
関
連
企
業
経
営
者
は

「
海
外
展
示
会
で

イ
タ
バ
シ

の

名
前
を
知
っ
て
い
る
外
国
人
が
多
か

っ
た
」
と
笑
顔
を
み
せ
る
。
海
外
で

の
認
知
度
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う

だ
。
光
学
と
言
え
ば
板
橋
に
す
る

べ
く
、
挑
戦
が
続
く
。

　板橋区、北区、豊島区は光学・精密機器や印刷関連産業が盛ん

で、練馬区や杉並区ではアニメ制作会社が多く、日本最大のアニ

メ産業集積地になっている。中野区はＩＣＴ・コンテンツ関連企

業が多いなど、地域によって産業特性が異なる。各区では地場の

産業の特徴を生かした新たな取り組みに着手し、いっそうの産業

振興を目指している。

城北モノづくりの集積地地場産業生かした取り組み進める
　　 ２０１４年 平成２６年 ２月２８日 金曜日 【広告特集】 （ ）


